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３ 要旨 

東⽇本⼤震災の被災地域における農業再⽣に向け、浜通りの稲作主体の地域で⽔稲育苗ハウス
でのブドウ栽培が注⽬されている。このため、３倍体でジベレリン処理や摘粒作業で省⼒的とさ
れる品種「ＢＫシードレス」の導⼊を図ることを⽬的に省⼒性を調査した。その結果、ジベレリ
ン処理１回で果粒肥⼤の確保が可能で摘粒作業が省略できることが明らかとなった。 

 
（１） 満開 3〜6 ⽇後のジベレリン 100ppm の１回処理で⼗分な果粒肥⼤が確保された（表１）。 
（２） 着粒数はジベレリン処理２週間後までに 40〜50 粒程度となり、摘粒作業を省略できた（デ

ータ省略）。 
（３） 房尻利⽤花穂整形により慣⾏法に⽐較して花穂整形時間を約 50％低減できた（表２）。ま

た、球状不整形から円筒形に房形が改善された（図１、図２）。 
（４） 果粒の過度な密着により、⽀梗が穂軸から裂けることがあるので注意する。 

 

 

４ 成果を得た課題名 
（１） 研究期間 平成 30 年度〜令和２年度 
（２） 研究課題名 浜通り地域におけるナシとブドウの早期成園化技術導⼊に関する実証研究

〔⾷料⽣産地域再⽣のための先端技術展開事業（JPJ000418）〕 
５ 主な参考⽂献・資料 

（１）果樹の早期復旧コンソーシアム，栽培中断園地における果樹の早期復旧に向けた実証研究成
果集，2021． 

表１ 「ＢＫシードレス」の花穂整形法による果実品質 

処理区 
果房重 
(g) 

着粒数 
（個） 

平均粒重 
(g) 

糖度 
（°Brix） 

酒石酸 
（mg/100g） 

房尻整形 452.5 43.6 10.5 18.4 0.39 

慣行整形 380.6 41.0  9.3 18.3 0.39 

 ※満開6日後にジベレリン100ppm処理を１回実施 

表２ 「ＢＫシードレス」花穂整形法の違いに

よる作業時間（100果房当たり） 

花穂整形法 花穂整形作業時間 

房尻整形 0時間51分 

慣行整形 1時間37分 

  
図１ 「ＢＫシードレス」花穂の慣行整形と収穫果 

  
図２ 「ＢＫシードレス」花穂の房尻整形と収穫果 


